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くらしの助け合いニュース  
せ い き ょ う 

 

皆様のご支援に感謝申し上げます 

 

 

秋の募金にご協力をお願いします。        

★募金方法…共同購入や個配の９月４回～10月３回注文書で募金ができます 

① 100円を一口として募金する場合…6ケタ番号記入欄に  294713   と口数を記入してください。 

② ポイントを活用する場合…6ケタ番号記入欄に  279960  と口数を記入（1口 100円）してください。 

 

ＳＩＮＣＥ１９８６ 

春の宅配募金金額 230,887円でした  

くらしの助け合いの会は、生協の組合員が自主的に会員となって運営しています。募金は会の運営を支えてくれる資金として大切

に活用しています。全組合員対象に活動内容をお知らせして、困りごとの発信や相談が出来るように呼びかけをしています。 

京都市北区平野宮北町３５ 

京都生協副理事長   姜
かん

 美名
みみょん

 様 
 
くらしの助け合いの会では、２０２４年

度は会員１４７０人、１１０００時間以

上の活動が行われています。活動会員の

確保など課題もありますが、４０年間コ

ツコツと続けられていることに敬意を称

します。 

私たちの理念である、「頼もしき隣人た

らん」は大切な活動の指針です。 

不安で不透明な要素に取り囲まれた時代

だからこそ、お互いに助け合うことが大

切なのです。 

くらしの助け合いの会の活動が、地域の

くらしをより一層明るくし、向上させて

いくことを願ってやみません。今後とも

よろしくお願い致します。 

夏休みのお知らせ 8/10（日）～8/16（土） 会はお休みです。体調管理に努めてくださいね。 

 

７月８日（火）１０時半より「ハートピア京都」にて、第４０回

総会を６５名参加のもと開催しました。 

 鎌部幹事の開会宣言のあと、姜 美名副理事長に続いて京都市社協

の永田潤平様からもご挨拶を戴きました。 

 議長を選任後、議事に入り、「２０２４年度活動のまとめ」「２

０２４年度の会計報告と会計監査報告」「２０２５年度の活動方

針」「２０２５年度予算」についての各報告を受け「質疑応答」を

経て、議決へ。すべて賛成多数で承認されました。 

 午後は活動報告として「各エリア」「配食」「推進グループ」か

らの発表がありました。「北エリア南」 

では、地域を越えて活動会員の活躍の 

場を広げる話や、活動会員不足の現状 

を行政区の会員へお伝えすべく手紙を 

お届けした話などがされました。どれ 

も写真映像がふんだんに使われて、活 

発な取り組みが伝わりました。 

 

この報告の後、ご来賓の「コープこうべ」若生留美子様から

ご挨拶を戴きました。 

 最後に３０周年記念歌「笑顔かさねて」に手話をつけてくだ

さった活動会員の清水さんを 

紹介し、映像とともにみんな 

で手話を使いながら歌声を響 

かせて総会を終えました。 

第 155 号 

記念すべき第４０回総会を開催しました！！ 

くらしの助け合いの会 

TEL（075）465‐6886 

FAX（075）465‐6882 

 永田
な が た

 潤
じゅん

平
ぺい

 様 
 
地域の支え合いが、命や暮らしを守る大切

な力となっています。 

社協では、生協と「高齢者見守り活動連携

事業」を結んでおり、安否確認や宅配など

で異変に気付いた際の連絡体制を整備して

います。２０２４年度は３５件のケースに

対応しました。 

賀川豊彦記念館を訪問した時、豊岡市で生

協と地元の社協、組合員、地域住民が連携

してお買い物サービスに取り組み、高齢者

の生活を守る事例を聞きました。 

皆様の日々の活動が、ちょっとしたことで

も地域の安心につながることになります。

新しい 1年を迎えられますよう、社協でも

皆様と一緒に歩んで参りたい次第です。 

コープこうべ  若生
わかいき

 留美子
る み こ

 様 
 
「京都生協くらしの助け合いの会」の発

足年には、米国でパソコンが生まれ、東

京にディズニーランドが出来、朝ドラで

「おしん」が放送されました。４０年の

歴史のあいだには阪神や東北などの大地

震の発生、「コロナ」の流行などもあ

り、結果として社会も大きく変化しまし

た。高齢化が進む中、元気シニアの活動

は無論のこと、若い世代 

の参加や一般組合員との 

連携強化も訴えていき、 

他人の役に立つという喜 

びややりがいを自分の幸 

せとし、会の継続・発展 

につなげましょう。 

来賓のご挨拶 

活動報告 

ご来賓の方々 

手話で「笑顔かさねて」 


